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本稿は公共空間整備に向けた市民参画の1つとして実施中の「記憶遺産プロジェクト」について、そのプ

ロセスデザインを「場のデザイン」ととらえて考察するものである。近年、我が国では多くの地方都市で

人口減少や高齢化が進んでいる。そうした背景の中で、地域の活力を維持すると共に、生活機能を確保し

た上で多世代が安心して暮らせる拠点の形成は重要とされている。本取組みの対象地である大分県宇佐市

は、同様の課題を抱える地方都市であり、当地域の玄関口であるJR柳ヶ浦駅を中心とした拠点の形成に

向け、駅周辺整備事業に取り組んでいる。「記憶遺産プロジェクト」は、地域活力向上に向けた駅周辺整

備における市民参画手法の1つとして実施している。同プロジェクトは、対象地域の変遷や市民の記憶を

掘り起こし、新たな空間整備や活用に活かすため、ヒアリング調査、資料調査などを行い、「地域の記

憶」を整理・記録・共有するものである。 
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１． 背景・目的 

現在、多くの地方都市では、公共空間の整備に向け、

市民参画の場が設けられている。事業者(行政)主導で設

けられるこの「場のデザイン」では、公共空間のあり方、

空間構成、空間設計・デザイン、運用時の維持管理・活

用などかつては行政や専門家のみで実施されていた各過

程に市民が関わることとなる。事業推進を掲げる行政と

は裏腹に、市民の期待や意識が低い場合がある。本稿は

そうした状況下で、市民意識の醸成に向けた「場のデザ

イン」の実践経過を述べる。 

本稿が対象とするJR柳ヶ浦駅は，大分県宇佐市(人口

56,509人)の北部に位置している．市内の駅の中では，中

心市街地に近く，特急停車駅であり，利用者（約1,300

人/日）が最も多い駅である．宇佐市総合計画「基本構

想」では，市の玄関口と位置付けられ，中心的な役割を

担う公共交通機関であることから，それらの特性を活か

した拠点づくりが求められている．一方，駅前周辺の現

状は，駅前が狭隘であり，朝夕の時間帯は通行に支障を

来している．また歩行者と自動車，通過交通と駅利用交

通との動線が錯綜していることから，安全性等に対する

課題があるため，駐輪場や駐車場等を含め，誰もが安全

に集える駅前広場の整備が求められている．さらに駅舎

については，建築後50年以上が経過し，市民等から老朽

化が指摘されている上，運営形態の変化等により未利用

スペースが生じている．未利用スペースを活用した機能

の充実等を図り，誰もが快適に利用できる駅舎への改修

が必要となっている． 

柳ヶ浦駅はかつて，機関庫が存在していた．最近のダ

イヤ改正までは，普通列車が全国で最も早い時間帯に発

車する駅であった．高齢の市民にとって，柳ヶ浦駅は鉄

道の要衝として誇りある場所であった．柳ヶ浦駅周辺整

備の計画は昭和の終盤頃から市民の悲願であったにもか

かわらず，長年着手されず，さらに近年は委託駅となり

市民と駅との関係は薄れている．市は平成 26年度に JR

柳ヶ浦駅周辺整備基本構想，平成 28 年度に同基本計画

書を取りまとめるなど，事業を本格化している．当該事

業は平成 29年 12月，都市再生整備計画を国に提出し，

平成 30～34 年度の社会資本整備総合交付金交付を受け

ることとなった．本研究室は当該事業において，市民参

画のコーディネートを担当している．本研究は，地域活

力向上に向けた駅周辺整備における市民参画手法として，

「記憶遺産プロジェクト」の提案・試行を目的とする．

本稿では公共空間整備に向けた市民参画の 1つとして実
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施中の「記憶遺産プロジェクト」について、そのプロセ

スデザインを「場のデザイン」ととらえて考察する。 

 

 

２．記憶遺産プロジェクトの概要と研究方法 

(1) 記憶遺産プロジェクトの考え方 

記憶遺産の語源はユネスコが実施する「Memory of 

the World」から来ており，手書きの原稿などの対象物

を記録物として意図的に「文書化」したものであり，そ

の記録自体のことを指す1)． 

一方，本研究室では，本研究が意図する「記憶遺産」

は，記録することに重点を置くだけでなく，市民の「記

憶」を重視するべきであると考えている．本稿にて示す

記憶遺産プロジェクトは，柳ヶ浦駅に関する歴史や地域

住民の記憶を掘り起こし，整理・記録，共有するもので

ある． 

 

(2) 記憶遺産プロジェクトとは 

地域の歴史・文化を明らかにするだけでなく，失われ

つつあった地域の「記憶」を呼び起こし，次世代へ継承

する一手法としたものを記憶遺産プロジェクトと称する．

市民が歴史・文化的価値を理解し，利用価値を見出すこ

とで，共感・共有という形で駅周辺整備への興味・関心

や効果的な整備事業につながると考えられる． 

筆者らは，市民が共有・共感できるような「地域にと

っての価値」に重点を置いている．調査対象が暮らしの

中で身近な存在であったかなどの情報が市民の「記憶」

を辿ることで明らかになると考えている1)． 

 

(3) 研究対象地 

本研究では大分県宇佐市のJR柳ヶ浦駅周辺を対象と

する．JR柳ヶ浦駅は本市の玄関口であると共に，県北

地区の交通結節点という立地条件を活かし，都市計画マ

スタープランによれば北部交流拠点の形成に取り組んで

いる2)． 

また，当時の柳ヶ浦駅は明治期より機関区が存在し，

機関車が通ると共に機関庫が存在していた．昭和期には

戦争に利用された歴史や，終戦後に天皇巡幸の際にご下

車されたという歴史など，市民としての思い出が多数存

在する場所である． 

 

(4) 研究方法 

本研究では，大分県宇佐市の拠点形成に向け，駅周辺

整備事業が行われているJR柳ヶ浦駅を対象地とし，記

憶遺産プロジェクトを試行・検証することを目的とする．

駅周辺地域の変遷情報や，古地図・古写真などを用いて

市民参加によるワークショップ(以下，WSという)形式

での調査，地元の古老等へのヒアリング調査，それらの

調査結果を駅周辺整整備事業へ還元するプロセスを実施

し，省察する． 

本研究で実施する試行プロセスは主に3種類である．

①文献調査を行い，古写真を集めると共に，変遷として

整理する．②文献調査によって得られた資料を用いて，

WSの場で活用し，記憶を掘り出す．③地元の古老らに

ヒアリングを行い，文献調査では把握できない出来事や

記憶の追加や，不明な点を補完する．3種類の試行プロ

セスを同時進行で相互に参照しながら実施することによ

り，「地域の記憶」を詳細に記録する． 

 

 

３．試行プロセスの実施 

(1) 文献調査 

柳ヶ浦駅やその周辺地域の歴史・変遷を把握するため，

古写真の収集及び柳ヶ浦町史等の資料を用いて年表整理

を行った．古写真の多くは車両を撮影した鉄道写真が多

かったものの，中には国有鉄道時代に存在していた機関

庫の写真(写真-1)や，昭和24年の天皇陛下巡幸の折に柳

ヶ浦駅に下車し，駅前に設置されたお立ち台に立った写

真(写真-2)があった． 

年表に整理した歴史を，駅周辺環境の変化に着目して

みると，昭和20年以前はほとんどの改修などが行われ

ていなかったが，昭和24年の天皇陛下巡幸以降は頻繁

に駅周辺環境の改修が行われている事がわかる． 

なお文献調査の結果はワークショップ参加者やヒアリ

ング調査協力者に提示し，「記憶」の掘り起こしの基礎

資料として役立てた．またワークショップやヒアリング

で得られた情報をもとに再度文献調査を行い，住民の記

 
写真-1 柳ヶ浦機関庫(文献3より転載) 

 

 
写真-2 柳ヶ浦駅にご下車された天皇陛下 

(文献4より転載) 
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憶に基づく発言の根拠資料を探し，情報の信頼性担保を

図った． 

 

(2) 記憶遺産ワークショップ 

心理学療法の「回想法」を参考に，グループワーク形

式で市民の記憶を聴き取り，記録する記憶遺産ワークシ

ョップを実施した． 

記憶遺産WSは2018年8月に1回，参加者19名で約2時

間行った．WSの形式としては，前半の30分は写真-3の

ように古写真や古地図を並べて展示するとともに，文献

調査結果を記載した配布資料を説明した．後半の1時間

半は，参加者19名を3班に分け，テーブルごとにファシ

リテーターを配置し，参加者同士の会話から個々人の

「記憶」を書き取り，KJ法などを用いて整理し，地域

としての「記憶」を記録した． 

グループワークの中で，市民から挙げられた話題・意

見は大きく3つに分けることが出来た． 

①駅や鉄道にまつわる記憶・思い出  

機関庫や駅からの恩恵として，駅前に「坑木」や「石

炭」が積まれており，近所の人は分けてもらっていた． 

②駅周辺のまちにまつわる記憶・思い出 

駅前は東側と西側に道があり，東側の昭和20～40年

頃は，旅館や材木屋，日本通運など商店などの生活を目

的とする場所だった． 

西側の昭和40～50年頃は，飲食店や居酒屋といった

娯楽を目的とした場所だった． 

③ワークショップ運営への課題 

1つのグループにおいて，WSの趣旨や，「個人の記

憶」と「公的な歴史」のどちらを集めたいのかという

WS目的に対する指摘があり，議論が停滞した． 

WS後は成果品(写真-4)をもとに，WS参加者にとって

印象深い「記憶」となっている昭和期の駅前の配置図を

作成した．なお，「記憶」を頼りに作成しているため，

複数時期の情報の混在や，店舗位置の曖昧な個所がある．

ヒアリング調査や文献調査により，情報の精度を高めて

いく必要がある． 

WSでは個人的な記憶だけでなく，地域としての情報

などを，幅広く収集することができた． 

 

(3) ヒアリング調査 

「オーラルヒストリー」の手法を参考に，地元の古老

らにヒアリングを行い，文献調査やWSでは把握できな

い出来事や記憶の追加や，不明な点を補完する．これま

でに70～90歳代の市民5名4件の調査を実施した(写真-5，

写真-6)． 

ヒアリングでは「機関庫のお風呂に入っていた」，

「幼少期は駅構内を遊び場にしていた」という個人的な

記憶が，WSよりも詳細かつ様々な種類の話題において

 
写真-3 市民WSの様子 (筆者撮影) 

 

 
写真-4 グループワーク成果品の例 

 

柳ヶ浦駅

闇市(飲食店・居酒屋中心)
昭和40～50年代
40年代に一度焼けた

今回のWSに参加した方

日本通運
谷

（木材）

よしのや
（旅館）

岡の
(散髪屋)

一富士
(居酒屋)

（旅館）

(花屋)

矢治商店

一富士→息子さんのお嫁さんが
まだ宇佐にいるかも

矢治商店→現在の駅前の倉庫を管理している

昭和20～40年代

 
図-1 WSから得た駅前配置図(筆者作成) 

 

 
写真-5 ヒアリングの様子(筆者撮影) 

 

 
写真-6 周辺調査の様子(筆者撮影) 
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収集できた． 

室内でのヒアリング後に，柳ヶ浦駅周辺を実際に歩き

つつ当時の様子を聴きとる機会が1回(約20分)あった．

室内での実施よりも，位置情報が明確に確認できた．聞

き取り調査の成果を整理した．図-1の配置図をヒアリン

グで活用することで，「この情報は違う」，「当時はこ

こにお店があって，よく行った」など，記憶の掘り出し

の呼び水となった．これにより，WSよりも広範囲に及

ぶ駅周辺地域の記憶を引き出すことができた． 

 

(4) 試行プロセスに関する考察 

以上のとおり，地域の記憶掘り起こし，整理・記録・

共有した試行プロセスを行った．各手法のメリット・デ

メリットを示す． 

 

①文献調査のメリットとして複数の文献を扱うことで重

複して出てくる情報もあり，情報の整理をしていく中で

重要な事柄をあぶり出すことができ，成果を基礎資料と

して使うことができる．デメリットは，情報の取捨選択

が難しく，とりわけ2次資料から得た情報の取り扱いに

は注意を払う必要がある． 

②WSのメリットとして1つの情報が出ると周りの参加

者もその話題に便乗することによって，さらなる情報が

出てくることや，曖昧な記憶の修正などが行われ，多く

の参加者が納得・理解できる情報が得られることが多か

った．デメリットは記憶や意識の食い違いが生じた際に

議論の停滞が発生したことや，運営に際して綿密な準備

や議論の時間を要することが挙げられる． 

③ヒアリング調査のメリットとしては，個人の記憶を丁

寧に聞くことができ，WSよりも多くの質問や時間が許

される．そのためより深く情報を掘り下げることができ

る．また，柳ヶ浦駅という限定的な情報まで引き出すこ

とができ，論点がずれることがなく円滑に進む，という

ことが挙げられる．デメリットは，個人の記憶という性

質上，情報の根拠に乏しく，裏付けが必要であり，裏付

けをすることが難しい点や誤った記憶や曖昧な記憶の調

査に多大な時間を要するという事が挙げられる． 

 
 

４．調査成果の事業への還元に関する考察 

 一連のプロセスを通じて，記憶遺産プロジェクト試行

の成果(中間報告)として，柳ヶ浦駅の変遷および駅周辺

の変遷の 2 つを示す．またこれらの成果をどのように

駅周辺整備へ還元していくべきか，考察する． 

 

(1) 調査成果 

a) 柳ヶ浦駅の変遷 

駅および機関庫ともに，図面・配置図や記録等の一次

史料が不足しており，駅舎や引込線，転車台や機関庫な

どの配置・利用状況が断片的かつ曖昧にしか把握できて

いない．二次史料である柳ヶ浦町史には，かつて柳ヶ浦

駅が所蔵・管理していた「駅区誌」をもとに記されてお

り，史料としての信頼性は比較的高いと考えられる．た

だし，民営化や機関区の廃止，駅の管理形態の変化に伴

い，駅区誌を含め，そうした駅自体の詳細が把握できる

史料の所在は不明である． 

 

b) 駅周辺の変遷 

ワークショップ・ヒアリング調査の結果を裏付ける資

料調査の継続が必要であるものの，駅や機関庫の存在が，

賑わいや周辺の土地利用・街並み形成に大きく寄与して

いる． 

①市内の産業を支えた運輸拠点としての存在 

「坑木」に代表される木材を集積・搬出のため，駅周

辺には材木店が数多く存在していた時期がある．こうし

た材木は安心院・院内から搬出していたという情報もあ

り，市内の産業(林業や木材加工)と柳ヶ浦の関係を示し

ている． 

さらに引込線を抱えた日本通運や倉庫などの存在が，

柳ヶ浦駅の運輸拠点としての重要性を表している． 

 

②玄関口「柳ヶ浦」を象徴する「云われ」や履歴 

駅が設営される以前，宇佐神宮が使用する港「江嶋

津」の時代から，柳ヶ浦は物流機能を有していた．宇佐

神宮に献る神宝物や式年遷宮の材木等の搬出に柳ヶ浦の

港が使われていた．その後，平安末期に安徳天皇や平氏

を迎え入れるなど，柳ヶ浦は古くから宇佐の玄関口であ

った由緒ある地域である． 

さらに戦後の天皇行幸・下車は柳ヶ浦駅周辺の一大事

であり，住民にとってはもちろん，その折に駅設備等の

情報の種類
情報の取扱い

○基礎資料に優れている

✕情報の取捨選択が難しい

○曖昧な記憶の修正され
多くの納得・理解が得られる

✕議論の停滞が起こり得る

○多くの時間や質問が許される

✕情報の正誤性の確認が必要

文献
調査

WSヒアリ
ング 履歴

思い出

履歴

思い出

履歴

 
図-3 記憶遺産プロジェクト試行の考察概念図 
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環境整備も多く行われている．裏付け調査が必要である

が，駅前ロータリーの蘇鉄は，天皇行幸の折のお立ち台

の後に移植されたとの情報も得た． 

 

③鉄道に関係する人々の存在に応じ変容してきたまち 

機関庫との関係を生活の中で緩やかに保っていた周辺

住民の存在や，駅・機関庫の従業員や停車や乗降など鉄

道利用者のニーズに応えた旅館・食堂・駅弁店，物流機

能に応じて集まった，材木店，物流倉庫等，柳ヶ浦駅周

辺は鉄道に関係する様々な人々(従業員，利用者，周辺

住民ほか)に応じて，柔軟に展開してきたまちである． 

山積みの石炭ガラや，野積みされた坑木は周辺の人々

の生活の記憶の一部として多く挙がった駅周辺の風景で

ある．同様に，駅との直接的な関連性は未確認であるも

のの，駅周辺には池が多く，蓮の栽培や鯉養殖が行われ

ていた．駅や機関庫の立地条件として水や水源に起因す

ることも予測できることから，これらを裏付ける資料調

査が必要といえる．一方，機関区が廃止された後，

1970年代の地図を見ると，「アキヤ(空家)」も散見でき，

柳ヶ浦駅の変化に応じた展開が薄れ，駅周辺の産業の空

洞化の兆しが見て取れる． 

 

(2) 事業への還元に関する考察 

a) 柳ヶ浦駅周辺整備の設計デザインへの還元 

柳ヶ浦駅舎リニューアル・駅前広場整備の基本設計段

階では，「宇佐市らしさ」に配慮した設計デザインに努

めてきた．一方で，「柳ヶ浦らしさ」を特徴づける構

造・材料や形状は手がかりが少なかった．今回の調査に

おいて，柳ヶ浦と木材(坑木，材木)との関係が深いこと

が分かった．例えば駅舎・広場とも木材を多用すること

としているが，市内の産業との連携や，設計チームとの

情報共有によりデザインへの反映など，設計デザインへ

の還元することで，今回の駅および駅周辺整備における

「宇佐らしさ」，「柳ヶ浦らしさ」をより深めることが

出来ると考えられる． 

設計デザインへの還元にあたっては，写真やスケッチ

などにより住民の記憶に残っている風景の視覚的把握や，

駅周辺の配置図の読み解きによる市内産業(農業，石材

業，木材業など)との関係調査の継続と，それらの情報

を設計チーム共有して実施設計につなげるデザインのプ

ロセスが必要である． 

 

b) 地域における柳ヶ浦駅の位置づけ・役割の明確化 

柳ヶ浦は港や駅など，古くから地域そのものが宇佐の

玄関口として役割を担ってきた．柳ヶ浦駅は機関庫や小

松橋手前での停車・給水など「鉄道機能の要衝」，坑

木・材木や地場産業などの荷送が活発であった「運輸拠

点」，北九州・中津や大分方面への通勤・通学を支えた

「地域の玄関」の大きく 3 つの役割を担ってきたと位

置づけられる．機関区の廃止や委託駅への転向に伴い鉄

道機能や運輸機能は弱まり，自動車交通の進展により地

域の玄関としての役割も薄れつつある．鉄道機能・運輸

機能は鉄道事業に依存することから，それらの機能再

生・機能向上は困難である．一方，地域の玄関としての

窓口機能は，受け入れる側のまちが抱える課題である．

通勤・通学客やビジネス客を受け入れる窓口，観光客を

受け入れる窓口，など「市内の他の特急駅との役割分

担・機能分担の再整理」が必要である．柳ヶ浦駅の役

割・機能に応じ，周辺のまちづくりの舵取りはハード・

ソフトともに大きく変わる．とりわけ，観光客の受け入

れについては，地域資源の活用にも大きくかかわること

から，各地域固有の資源に応じて，マスツーリズム／ニ

ューツーリズムなど受容観光形態に基づく駅の機能分担

と，柳ヶ浦駅の位置づけが必要といえる． 

 

c) 「利用者ファースト」の駅まちづくり 

柳ヶ浦駅周辺は鉄道に関係する人々の存在に応じて変

容してきた．鉄道機能・運輸機能が活発であった時期は，

対応すべき課題やターゲットとなる関係者が明確であっ

たといえる．一方，鉄道や運輸の機能が低下した現時点

では，まずは唯一残っている「地域の玄関」の役割を伸

ばすため，「利用者の柳ヶ浦駅に対する意識を変える駅

空間づくり」が必要である．かつて柳ヶ浦駅での停車時

間を埋めた旅館や駅弁店のように，柳ヶ浦駅で過ごす待

ち時間を駅利用客にとって有意義な時間に変え得る設備

や交流環境が必要といえる． 

鉄道利用者が減少する地方都市においては，窓口機能

のみでなく「新たな利用者」の開拓は重要課題といえる． 

鉄道を活かした観光客の受け入れについては，周辺に抱

える地域資源によって，マスツーリズム／ニューツーリ

ズムいずれに対応するか，地域の判断と施策が必要とい

える．マスツーリズムに対しては不定期・不特定多数の

来訪者に対応する展示・博物館的な観光基盤との接続が

重要である．一方，ニューツーリズムに対しては，価値

観やニーズの多様化に伴う着地型観光を支える交流基盤

が必要である．交流基盤は，ハードよりもむしろソフト

が重要な資源であり，その地域に足を運ばなければ知り

得ない「コト」や出会えない「ヒト」，コトやヒトとの

「接点の創出」が最大の資産である．これまでの柳ヶ浦

駅周辺の変容に照らせば，柳ヶ浦は「ニューツーリズム

への対応」において，強みを発揮できる地域性を有して

いるといえる．今回の地域資源発掘調査の成果は地方の

鉄道・運輸を支えた鉄道のまちの姿(コト)に，ヒアリン

グやワークショップ等の調査協力者各位は，かつての鉄

道のまちの追体験を助ける人材(ヒト)である．なおニュ

ーツーリズムの対象は必ずしも地域外からの来訪者に限
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らず，地域内の世代間の交流も含むことを付記しておく． 

 以上の利用者に応じた駅まちづくりを進めるには，

「ターゲットとなる利用者の再設定」が急務といえる． 

 

 

５．おわりに 

 本稿ではJR柳ヶ浦駅周辺整備における記憶遺産プロ

ジェクト試行の中間報告として，調査経過および成果を

提示した．調査研究や記憶遺産プロジェクトは2カ年の

継続事業であり，起ち上げ年度であった2018年度は，

情報収集，資料収集に多大な時間を要した．なお，駅周

辺整備の工事着手までの移行措置として，2019年2月～

3月にかけ，駅待合室の暫定的な整備を市民参画(モノづ

くりワークショップ)により実施した(写真-7, 写真-8)．当

該整備においては、記憶遺産プロジェクトで明らかにな

った柳ヶ浦駅と材木の関係を考慮し，県産材を用いるこ

とができた．のべ3日間のモノづくりワークショップに

は事業関係者や駅周辺の高校生や，記憶遺産ワークショ

ップ参加者らが参加した．わずかではあったが、記憶遺

産プロジェクトの成果を事業への還元することができた

といえる．2年目である2019年度は，調査を深化させる

とともに，整備事業への還元方法について，市民や事業

関係者との協議を行い，勧めていく予定である． 

 

謝辞：本研究を進めるに当たり，JR 柳ヶ浦駅周辺整備事業関

係者の方々，並びに市民の方々には WS 及びヒアリングに多

大なるご協力を頂きました．記して謝意を表します． 
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写真-6 モノづくりWS 地元住民参加の様子(筆者撮影) 

 
 

 
写真-7 モノづくりWS後の状況(筆者撮影) 
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